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五

月
は

「
皐
月

」
、
さ

つ
き
、

つ
つ
じ
が
績
乱
の
季
節
で
あ
る
。

新
緑

の
季
節
と
も

薫
風

の
季
節

と
も

い
い
、
快
適

な
月
と

い

っ

て
よ

い
。

こ
の
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の
う
ち
、
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ら

り
と
晴
れ
た

日
を

「
さ
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き

晴

れ
」
と
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い
、
爽
快

の
代
名

詞
と
し

て
使
わ

れ

て
い
る
。

立
春
か
ら
数

え

て
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十

八
日

目
ご
ろ
は
茶
摘
み
ど
き
で
あ
る
。

「
八
十
八
夜

の
別
れ
霜
」
の
言
葉

ど
お
り
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こ
の
日
か
ら
後

に
霜

の
降
り

る
こ
と

は
め

っ
た

に
な

く

、
霜
害

の
心

配
は
な
く
な

る
。

珍

重
さ

れ
る
新

茶
は
、

こ
の
期

に
霜

の
降
り

な
か

っ
た
新
芽

茶

の

こ
と

で
あ

る
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。【婚】昔

は、

こ
の

時
期
に

婚礼をすることは少なかった。農家においてはなおのこと、嫁の手は計算ずみで初春に婚姻し、できれば婚約者の手もあてにした、足入れ婚などの言葉が残っていたのも農繁期の人手ほしさの風習であったのだろう。【祭】五月一日は労働者のお祭りである「メーデi」。国際的なもので、わが国では大正九年に第一回集会を持ち、昭和十三年に中止、昭和二十一年に復活して今日に至っている。三日は「憲法記念日」。第二次世界大戦終了後、それまでの帝国憲法に代わって、昭和二十二年五月三日から施行された「日本国憲法」の実施記念の祝いである。四日は「みどりの日」。平成十七年祝日法の改定により決定した。平成十九年より施行される。五日は「こどもの日」。国民の祝日としては、児童福祉の日となっている。第二日曜日は「母の日」で、母への感謝の気持を表わそうという日である。

16

日

金
き
の
と

と
リ

七
赤
伊
豆

下
田
黒
船

祭(
18

日
迄)

+九

佛
滅
さ
だ
ん

婁
十

し

35

404凪

15

36既丘

好

58i"

39

520肱

17

日

土
ひ
の
え

い
ぬ

八
白
日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭、

大
津一一.
井
寺
千
団
子
祭、奈良興福寺薪御能、不成就日

廿

大
安
と

る

胃
五

む
日

35

41生凪

01

34凪/

17

46乱皿

13

30L胤

18

日

日

ひ
の
と

ゐ

九
紫
国
際

親
善
デ

ー、

浅

草
三

社
祭、

三

隣
亡

竺

赤
ロ
や
ぶ
る

昴
大
み
ゃ
う

儲40
36認a

品

謡

19

日

月
つ
ち
の
え

ね

一

白

奈
良
唐
招
提
寺
団
扇
ま
き

廿
二

先勝

あ
や
ぶ

畢

33

421凪

一
醐
37

49λ皿

44

08zほ

20

日

火
つ
ち
の
と
うL

二
黒

酒
田
ま
つ

り、●下弦二〇時五九分、福井三国祭

廿
三

友
引
な

る

砦
キ、

こ

蠕

品
52

51a職

06

18生肱

21

日

水
か
の
え

と
ら

三
碧

小
満
三

時
五
五

分、真宗本派親鶯聖人

誕

生
会

廿
四

先負

お
さ
ん

参
母

倉

謡

儲
魎

溜

22

日

木
か
の
と

う

四
緑
一

粒
万

倍
日

廿
五

佛滅

ひ
ら
く

井
神
よ
し

認

品
44

卸o肱

14

田7凪

23

日

金
み
つ
の
え
た
つ

五
黄
一

粒
万

倍
日

廿
六

大
安
と

づ

鬼
大
み
ゃ
う

認

蠕
27

00/風

04

02a犯

24

日

土
み
つ
の
と

み

六
白

相
馬
野

馬
追

大
祭
(
26

日
迄)
、

天
一

天
上、神戸湊川神社楠公祭〔26日迄)

廿
七

赤
ロ
た

つ

柳
●

30

464凪

認

蠕
47

57a皿

25

日

日

き
の
え

うま

七
赤
東
京
上

野
五

條
天

神祭

、

東
京
湯

島
天
神
祭、鶴岡化けもの祭、天しゃ、不成就日

廿
八

先
勝
の
ぞ
く

星
よ
う
つよし

30

47生凪

認

翻
29

46見π

26

日

月

き
の
と
ひ
つ
じ

八
白

廿
九

友
31
み

つ

張
大
み
ゃ
う

29

474凪

巧

563、凧

認
11

33帷2

27

日

火
ひ
の
え

さ
る

九
紫

小
田
原
道

了
尊
大
祭●朔一二時〇二分、旧五月
小

朔

大
安
た
い
ら

翼
神
よ
し

29

48屯凪

認

認
54

17na

28

日

水
ひ
の
と

と
リ

一

白

福
岡
筥

崎
宮
さ
つ

き
大

祭、横浜善光寺身代り不動明

王
祭

二

赤
ロ
さ
だ
ん

診
十

し

28

49生凪

52

281皿

調
哩

29

日

木
つ
ち
の
え
い
ぬ

二
黒

三

先
勝
と

る

角

28

49生凪

55

30in

08

29i厭

00

240皿

30

日

金
つ
ち
の
と

ゐ

三
碧

三

隣
亡

四

友
引
や
ぶ
る

充
く
ゑ
日

認04
20乙π

47

155皿

儲

31

日

土
か
の
え

ね

四
緑

旧
端
午、

世

界
禁
煙
デ
ー、

不
成
就
日

五1

先
負1
あ
や
ぶー

氏
月
と

く

27

51生凪1

15

00a鵠

28

01ε肌

24

57Lほ̀
`

〇

五

月

の

行

事

○
上
弦

日
上
弦

の
月
を
指
す

三
三

 

一


